
夏の風物詩、 セミの鳴き声

子どものころ、 真っ黒になりながら、 昆

虫網を片手に必死に追いかけた記憶。

皆さんはどうでしたか。 暦のうえでは

暑さが和らぐという意味の「処暑」。 耳

を澄ますと、 どこからか秋を告げるセミ

の声が聞こえてくる季節となりました。
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きらきら いきいき ふれあい育む 豊かなめぐみ野

■ 第 10 回かすみがうら祭 ･････ p.2～3

■ 被災地に広がる支援の輪 ･････ p.4～ 5

■ 生涯学習フェスティバル＆文化協会祭 ･････ p.17

Headline  News

市メールマガジンは、 市からのお知らせや

イベント、 選挙速報など生活に役立つ身

近な情報をメールでお届けしています。 二

次元バーコード対応の携

帯電話をお持ちの方は、

㊨登録用 QR コードを読

み取り、 ご登録ください。

最新情報やイベントなどを
メールマガジンでお届け !!

第10回かすみがうら祭

キャッチフレーズは「来て、見て、食

べて、参加して」。一番の盛り上がり

を見せた歌謡ショーでは、３人の歌

声に多くの方が魅了されました。
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秋 

の
か
す
み
が
う
ら
を
彩
る
第
10

回
か
す
み
が
う
ら
祭
が
、
11
月

３
日
の
文
化
の
日
に
第
１
常
陸
野
公
園
、

千
代
田
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ

の
中
、
市
内
外
か
ら
約
５
万
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
祭
り
を
支
え
て
い

る
の
は
、
実
行
委
員
会
や
出
店
者
、
作

品
展
示
者
な
ど
祭
り
に
関
わ
っ
た
市
民

の
皆
さ
ん
の
力
で
す
。

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

市
内
の
文
化
団
体
な
ど
の
発
表
の
ほ
か
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
を
飾
っ
た
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
や
緑
化
推
進
団
体
の
表

第10回

かすみがうら祭
～来て、見て、食べて、参加して～

市民が集う 郷土愛あふれる 秋の祭典

集結市民のチカラ
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
白
石
誠
さ
ん
と

永
井
裕
子
さ
ん
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、

神
野
美
伽
さ
ん
の
登
場
と
同
時
に
会
場

の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
、
声
量
た
っ
ぷ

り
の
歌
に
来
場
者
は
聞
き
入
り
、
拍
手

喝
采
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
広
場
で
は
、
志
筑
小
学
校
の

鼓
笛
隊
や
千
代
田
地
区
の
保
育
園
児
に

よ
る
遊
戯
、
祭
礼
団
体
の
山
車
な
ど
が

お
目
見
え
し
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
参
加
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
や
昔
遊
び
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

手
塩
に
か
け
た
農
水
産
物
や
加
工
品
な

ど
が
販
売
さ
れ
、
来
場
者
の
お
腹
を
満

足
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
市
内
団
体
の
文

化
・
芸
術
作
品
が
展
示
さ
れ
、
会
場
を

訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
小
中
学
生
の
習
字
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
多
く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▶
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

下
稲
吉
小
学
校　

小
倉
友
平
さ
ん
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福島県川俣町 原子力災害対策課 君﨑恵一主任

双 

葉
町
い
わ
き
事
務
所

へ
の
赴
任
後
、
双
葉

町
内
に
現
地
調
査
の
た
め
立

ち
入
り
、
最
初
に
目
に
し
た

の
は
、
3
年
以
上
誰
一
人
と

し
て
住
ん
で
い
な
い
こ
と
で
変

わ
り
果
て
た
ま
ち
の
光
景
で
し

た
。
津
波
被
害
に
よ
る
が
れ

き
も
置
き
去
り
の
ま
ま
の
状
態

で
、
巨
大
地
震
や
大
津
波
、

原
発
事
故
に
よ
る
複
合
災
害

の
悲
劇
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

震
災
後
、
町
職
員
も
町
民
同
様
に
埼

玉
県
加
須
市
や
福
島
県
郡
山
市
、
い
わ

き
市
な
ど
へ
転
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
今
で
は
家
族
も
新
た
な
場
所

で
生
活
再
建
し
て
い
る
た
め
、
い
わ
き
事

務
所
周
辺
で
単
身
生
活
を
送
り
な
が
ら

復
興
に
向
け
業
務
に
従
事
し
て
い
る
職

員
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

私
は
、
復
興
推
進
課
に
所
属
し
、
町

民
の
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
拠
点
と
し

て
、
い
わ
き
市
南

部
に
福
島
県
が
整

備
す
る
復
興
公
営

住
宅
を
核
と
し
た

双
葉
町
外
拠
点
構

想
や
町
の
将
来
像

を
具
体
化
す
る
た

め
、
帰
還
・
再
興

に
向
け
た
復
興
ま

ち
づ
く
り
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
業
務
に

従
事
し
、
日
々
、
国
や
福
島
県
と
協
議

を
し
て
い
ま
す
。

県
外
派
遣
や
単
身
赴
任
生
活
な
ど
す

べ
て
に
お
い
て
未
経
験
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
長
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
方
か
ら

温
か
い
指
導
を
受
け
て
お
り
、
町
民
や

町
職
員
と
一
丸
と
な
り
、
一
日
も
早
い
復

興
に
向
け
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

川 

俣
町
山
木
屋
地
区
は
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

後
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
さ
れ
、

い
ま
だ
に
１
２
０
０
人
程
が
避
難
し
て
い

ま
す
。
町
内
に
は
浪
江
町
や
飯
館
村
か

ら
の
避
難
者
も
多
く
、
私
の
住
む
仮
設

住
宅
に
も
浪
江
町
の
町
民
が
多
数
入
居

し
て
い
ま
す
。

町
は
す
べ
て
の
家
屋
を
除
染
対
象

と
し
、
屋
根
や
壁
の
拭
き
取
り
か
ら
、

立
木
の
枝
打
ち
、
表
土
の
入
れ
替
え
、

砕
石
の
入
れ
替
え
な
ど
非
常
に
細
か

い
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
原
子
力
災
害
対
策
課
で

復
興
庁
や
経
済
産
業
省
、
愛
知
県

日
進
市
、
福
島
県
市
町
村
支
援
機

構
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員

と
と
も
に
町
内
の
除
染
や
復
興
に
向

け
て
全
力
で
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
業
務
量
に
加
え
、
現
場
対
応

も
多
く
、
さ
ら
に
、
県
外
派
遣
に
伴

う
仮
設
住
宅
で
の
単
身
赴
任
生
活
な
ど

赴
任
当
時
は
、
精
神
的
に
も
体
力
的
に

も
と
て
も
厳
し
い
状
態
で
し
た
。

現
在
は
、
仮
設
住
宅
居
住
者
同
士
で

組
織
さ
れ
た
自
治
会
で
、
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
方
た
ち
と
情
報
交
換
や
語

り
合
い
な
ど
の
親
睦
会
が
楽
し
み
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

福島県双葉町いわき事務所 復興推進課 由波大樹主任主査
双葉町

美
し
い
双
葉
の
風
景

帰
還
を
見
据
え
た
支
援
活
動

放
射
線
に
お
び
え
る
こ
と
の
な
い

震
災
前
の
平
穏
な
生
活
へ

川俣町

↑除染作業は、 通常の公共事業とは異なり、 個人の財
物を対象に実施するため、 特に慎重な作業が求められ
ています

↑復興庁・ 福島県との会議風景

双葉町人口 ▼ 6,373 人（H26.11.1）

いわき市や郡山市、 福島市など県内

避難者 58％、 埼玉県、 茨城県など

県外避難者 42％となっています。

川俣町人口 ▼ 14,272 人（H26.11.1）

福島市や二本松市、 県外への避難

者1,440 人を含みます。

両町の位置

かすみがうら市

福島県
双葉町

福島県
川俣町

約172km

約160km

被
災
地
に
広
が
る
支
援
の

輪

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
自
治
体
へ
の
人
的
支
援
と
し
て
、
平
成
26

年
４
月
か
ら
福
島
県
川
俣
町
と
双
葉
町
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
２
人
が

各
町
で
復
興
の
事
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

「
か
す
み
が
う
ら
市
」か
ら「
福
島
」へ

双
葉
町
に
お
い
て
も
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
で
の
爆
発
事
故
に
よ
り
、
全

町
民
の
避
難
が
必
至
と
な
り
、
そ
の
う
ち

約
１
２
０
０
人
の
被
災
町
民
は
埼
玉
県

加
須
市
の
旧
騎
西
高
等
学
校
へ
避
難
し

ま
し
た
。
平
成
25
年
6
月
に
役
場
機
能

を
福
島
県
い
わ
き
市
へ
再
移
転
し
ま
し
た

が
、
現
在
も
町
の
ほ
ぼ
全
域
が「
帰
還
困

難
区
域
」に
指
定
さ
れ
、
立
ち
入
り
が
厳

し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
全
国

へ
避
難
し
た
町
民
は
い
ま
だ
に
先
の
見
え

な
い
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
俣
町
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
爆
発
事
故
に
よ
り
、
放
射
線
量

の
高
い
山
木
屋
地
区
が「
計
画
的
避
難

区
域
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
は
、

地
区
外
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
原
発
事
故
に
よ
り

被
っ
た「
マ
イ
ナ
ス
」の
状
態
を「
ゼ
ロ
」の
状

態
に
戻
す
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
計
画
的
に

除
染
を
行
い
、
川
俣
町
民
が
、
放
射
線

に
脅
え
ず
に
安
全
・
安
心
な
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
取
り
戻
す

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福島県川俣町と双葉町

4
月
か
ら
福
島
県
双
葉
町
い
わ
き

事
務
所
へ
派
遣
と
な
り
、
健
康

福
祉
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
保
健
師

と
し
て
健
康
づ
く
り
事
業
や
予
防
接
種
、

母
子
保
健
な
ど
の
事
務
と
併
せ
、
放
射

線
の
内
部
被
ば
く
検
査
や
双
葉
町
民
の

家
庭
訪
問
、
健
康
相
談
な
ど
に
従
事
し

て
き
ま
し
た
。 

保
健
師
の
派
遣
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん

な
仕
事
を
担
当
し
て
も
ら
お
う
か
と
配

慮
し
て
く
だ
さ
っ
た
様
子
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
親

切
で
慣
れ
な
い
職
場
で
も
楽
し
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
6
カ
月
と
い

う
短
い
期
間
で
し
た
の
で
、
町
民
の
心
に

ほ
ん
の
少
し
触
れ
る
程
度
で
、
と
て
も
支

援
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多

く
の
支
援
員
の
方
々
が
復
興
に
携
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。 

双
葉
町
は
平
成
25
年
6
月
に
い
わ
き

市
に
事
務
所
を
設
け
て
1
年
余
り
の
た

め
、
保
健
活
動
も
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の

状
態
と
思
わ
れ
ま
す
。
震
災
後
に
採
用

さ
れ
た
他
市
な
ど
で
の
経
験
を
持
つ
保
健

師
の
方
が
多
い
状
況
で
す
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
向
か
ら
事
業
を
検
討
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

意
見
を
う
ま
く
ま
と
め
、
町
民
の
要
望

を
聞
き
な
が
ら
、
着
実
な
復
興
に
向
け

て
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

かすみがう市役所 健康長寿課 河野美恵子保健センター長
双葉町

着
実
な
復
興
に
向
け
て

進
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
ま
す

↑いわき事務所健康福祉課の様子。 町民が心身
ともに健康で生活できることが求められています
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東 

日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
全
国

的
に
防
災
体
制
を
見
直
す
動
き

が
進
み
ま
し
た
。
か
す
み
が
う
ら
市
で
も

地
域
防
災
計
画
を
改
訂
し
、
避
難
所
に

防
災
倉
庫
や
災
害
対
策
備
品
の
整
備
、

千
代
田
地
区
へ
の
防
災
行
政
無
線
の
整

備
な
ど
災
害
へ
の
対
応
強
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
の
は
、「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守

る
」と
い
う「
自
助
」が
防
災
の
基
本
に
な

り
ま
す
。「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
場

合
を
想
定
し
、
非
常
持
ち
出
し
品
を
用

意
す
る
」「
近
く
の
避
難
所
を
家
族
み
ん

な
で
事
前
に
確
認
し
、
家
族
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
っ
た
場
合
の
連
絡
方
法
を
決
め

て
お
く
」な
ど
家
族
の
中
で
災
害
時
の
決

ま
り
ご
と
や
心
が
け
を
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
正
し
い
判
断

す
る
た
め
、
災
害
状
況
や
避
難
方
法
な

ど
の
正
し
い
情
報
を
手
に
入
れ
る
方
法
を

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
正

し
い
情
報
収
集
方
法
を
準
備
し
て
お
く

こ
と
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
く
い
と
め
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。
災

害
情
報
収
集
に
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

昨
今
、
地
震
の
み
な
ら
ず
、

台
風
や
集
中
豪
雨
、
竜
巻
な
ど

こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
自
然
災
害
が

各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
特
別
警
報
が
新
設
さ
れ
、

災
害
は
遠
い
存
在
で
は
な
く
、

日
常
生
活
で
も
常
に
防
災
意
識
を

持
つ
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え
は
、
日
ご
ろ
か
ら 

―
。

一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
関
心
を
持
ち
、

防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

自分のことは自分で守る「自助」が防災の基本

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
災

害
時「
大
切
な
家
族
と
連
絡
が
と
れ
な

い
」状
況
は
大
変
不
安
な
も
の
で
す
。
各

携
帯
電
話
会
社
に
よ
る
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル「
１
７
１
」は
、
家
族
間
の
安
否
確

認
や
集
合
場
所
の
連
絡
な
ど
に
有
効
な

サ
ー
ビ
ス
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
、
現
場
で
い
ち
早
く

対
応
で
き
る
の
が
地
域
力
。

つ
ぎ
な
る「
備
え
」に「
共
に
助
け
合
う
」

地
域
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

災 

害
が
発
生
し
た
と
き
、
一
人
で

は
小
さ
な
力
で
も
家
族
や
地
域

の
人
た
ち
で
助
け
合
い
、
力
を
合
わ
せ
れ

ば
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域

で
声
を
掛
け
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
関
係
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
ま
さ
か
」が
起
き
た
時
に
、
支
え
て
く

れ
る
の
は「
人
」。
そ
の
時
の
た
め
に
も
、「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
、
そ
し
て
地
域
で

守
る
」と
い
う「
自
助
」と「
共
助
」の
充
実

で
、
助
け
合
え
る「
地
域
力
」が
、
最
大

の
防
災
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

災
害
に
学
ぶ　

―

　

災
害
へ
の
備
え

防
災
に
学
ぶ　

―

地
域
力
で
防
災

▼平成 24 年から、 首都圏直下型地震を想定

し、 災害対策本部の設置や被災状況の確認、

避難所の開設から避難者の受け入れ、 職員参

集訓練など避難を中心とした体験型防災訓練

を実施し、 災害への対応強化を図っています。

▼市では、 「防災ハンドブック」 「防災マップ」

を作成し、 各家庭へ配付しました。 災害への

備えとして、 防災ハンドブックや各種マップを

入手し、 いざという災害時の避難場所や危険

地帯などを確認しておきましょう。 なお、 千代

田庁舎、 霞ヶ浦庁舎、 中央出張所で入手で

きます。また、市HPからもダウンロードできます。

防災訓練を実施しています

「まさか」が起きた時に、 支えてくれるのは「人」

「防災ハンドブック」はお持ちですか ?

「備えあれば憂いなし」ー。 災害のない、 何も起こっていない今だからこそ、 そ

の時のことをどう思えるか、 思えれば備えることもできるし、 また、 日ごろから

準備をしておけば、 万が一のことが起こっても心配することがないという意味。

Learns to a disaster
＆disaster prevention. 

災害に学ぶ
防災に学ぶ
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保護者の就労や疾病などにより

放課後の両親が家庭にいない

小学生に、 生活や遊びの場を

提供するため運営しています。

クラブは、 小学校区ごとに小学

校の余裕教室などを利用して開

設しています。 現在、 市内13

小学校区に 16 の放課後児童ク

ラブを開設しています。

問 大塚児童館 

☎ 0299-59-4088

下
稲
吉
小
学
校
、
下
稲
吉
東
小
学
校
に

通
う
児
童
を
対
象
に
民
間
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
両
ク
ラ
ブ
と
も

障
害
を
持
つ
お
子
さ
ん
の
受
け
入
れ
や
児
童

の
安
全
を
考
え
、
学
校
の
下
校
時
間
に
合
わ

せ
、
専
用
バ
ス
で
迎
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。

運営負担金 月額 3,000 円／人

延長料金 1回300円／月限度額3,000円（午後６時以降利用分）

実費徴収分
おやつ代や教材費などは、 クラブごとで異なりますの

で、 希望のクラブ保護者会にお問い合わせください。

料金 納め忘れのないようお願いします

▼  毎月納めていただく運営負担金は、 児童クラブを運営していくため

の大切な財源です。 納め忘れのないようお願いします。

【 

入
会
の
要
件 

】

保
護
者
の
就
労
や
病
気
な
ど
で

放
課
後
に
帰
宅
し
て
も
見
守
る
こ
と

が
で
き
な
い
世
帯
の
小
学
生

▼ 

通
学
す
る
小
学
校
・
学
年
に
よ
り
入

会
で
き
る
ク
ラ
ブ
が
異
な
り
ま
す
。

【 

入
会
期
間 

】

4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
31
日

▼ 

4
月
1
日
か
ら
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
入
会
申
込
書
に
明
記
し
て
あ
る
受

付
期
間
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【 

開
設
日 

】

授
業
の
あ
る
日

▼
放
課
後
～
午
後
7
時

授
業
の
な
い
日

▼
午
前
7
時
～
午
後
7
時

㊟ 

午
後
6
時
以
降
は
延
長
時
間
帯
と
な

り
、
延
長
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

㊟ 

土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、

8
月
13
日
～
16
日
、
12
月
29
日
～
1

月
３
日
は
お
休
み
で
す
。

㊟ 

第
2
土
曜
日
の
み
午
前
8
時
半
か
ら

午
後
0
時
半
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

【 

入
会
申
込
日 

】

児
童
館
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
1
月
22
日
木
・
23
日
金

小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
1
月
19
日
月
～
23
日
金

㊟ 

現
在
、
入
会
さ
れ
て
い
る
方
も
新
た
に

入
会
手
続
き
が
必
要
で
す
。
入
会
に
必

要
な
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
入
会
申

込
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

Clubs for after school activities for children

子ども ・ 子育て支援新制度でなにが変わるの ?

平成 27 年 4 月からの子ども・子育て支援新制度の施行に

より、小学 6 年生までの児童が入会可能となります。 ただし、

各クラブにはそれぞれ定員があるため、入会を希望される方

がこれを超えた場合、 入会をお待ちいただくことがあります。

クラブ名 開設時間

児童クラブプルミっこ

稲吉南 2-9-1　☎ 029-834-7003

平日月～金 ▼放課後～19:30

土曜日、 学校休業日

▼ 7:00 ～19:30

メロディハウス児童クラブ

下稲吉 2897　☎ 0299-59-5985

平日月～金 ▼放課後～19:30

土曜日、 学校休業日

▼ 7:30 ～19:30

▼  入会のご案内や申込書類などは、 12 月1日月から各クラブ

で配布します（申込受付も同日から行います）。

▼  月額利用料や延長保育料金などは両クラブで異なりますので、

詳しくは、ご案内をよく読むか各クラブへお問い合わせください。

↑放課後の子どもたち

は、 放課後児童クラ

ブ室で宿題をしたり、

友だちと遊んだりしな

がら過ごしています。

童

後

ラ

課

ク

ブ

児

放

児

募

[ 入会書類の配布 ]

12月1日月～

各放課後児童クラブ室

集

働く家庭の子育て応援

会
入

健
や
か
・
安
心
・
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り

財政事情の公表

一般会計
歳入歳出差額は約 25 億 8,699 万円

平成 26 年 9 月末までに、 市に入った一般会計の

歳入は約 82 億 5,147 万円（47.0%）で、 市が支出した

一般会計の歳出は約 56 億 6,448 万円（32.3%）でし

た。その歳入歳出の差額は約25億8,699万円でした。

市民税や固定資産税など市税などの収入は約 34 億

1,539 万円で、 歳入全体の約 41.4％となっ

ています。 歳出では、 高齢者の福

祉サービスや子育て支援、 保育所

などの民生費が約 20 億 1,092 万

円で全体の 35.5％となっています。

特別会計
下水道事業の赤字額が約 3 億 4,326 万円

特別会計とは、 特定の事業を行う場合や特定の収

入を特定の会計に充てるために、 一般会計とは区分

して経理している会計です。 国民健康保険特別会計

を除くすべての特別会計が赤字となっています。

区分 歳入額 歳入歳出差額

国民健康保険 22 億 6,803 万円 3,650 万円

後期高齢者医療 1 億 902 万円 － 1 億 5,336 万円

下水道事業 1 億 5,062 万円 － 3 億 4,326 万円

農業集落排水事業 3,845 万円 － 1 億 5,235 万円

介護保険 12 億 110 万円 － 2,342 万円

基金残高
市の貯金残高は約 65 億円

条例や法令に基づいて設置される「基金」は、 特定

の目的のために資金を積み立て、 または定額の資金

を運用するために設けられるお金のことです。 基金に

は、 財源に余裕がある年に積み立て、 不足する年に

取り崩すことで財源を調整し、 計画的な財政運営を

行う「財政調整基金」や地方債の返済を計画的に行う

ための「減債基金」などがあります。

財政調整基金 ▼約 22 億 8,562 万円

減債基金 ▼約12 億 1,762 万円

その他基金 ▼約 29 億 8,316 万円

内
　訳

市では、 年 2 回予算の執行状況を公表しています。 今

回は、 平成 26 年 9 月末現在の財政事情を公表します。

市のお金と財産の現状、 今後の課題を皆さんの目で

チェックしましょう。問 政策秘書課財政担当（千代田庁舎）

財政事情
の公表

かすみがうら市の財政が
今、 どのような状態にあるのか ?

地方債残高
市の借金残高は約 325 億円

特定の歳出に充てるために、 地方自治体が年度を

越えて元利を償還する借入金を「地方債」といいます。

平成 26 年 9 月末の残高は 3 月末から約16 億円増

加し、 約 325 億円となっています。 今後も借金残高

の減少に向けて事業効果を十分検討し、 慎重な地方

債発行を行わなければなりません。

一般会計債 ▼約181 億 3,398 万円

下水道特別会計債 ▼約 76 億 1,757 万円

農業集落排水特別会計債 ▼約 29 億 8,732 万円

水道事業特別会計債 ▼約 37 億 6,863 万円

内
　訳

平
成
27
年
度

童



毎
週
日
曜
日
中
央
出
張
所
の
窓
口
を
開
庁
し

て
い
ま
す
。
時
間
は
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時

15
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

取
扱
業
務

住
民
票
謄
抄
本
・
戸
籍
謄
抄
本
・

身
分
証
明
書
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
軽
自
動
車
住
所
証
明
書
の
交

付
／
印
鑑
登
録
・
廃
止

㊟ 

戸
籍
謄
抄
本
は
、
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
を

除
き
ま
す
。
印
鑑
登
録
・
廃
止
は
、
官
公
署

発
行
の
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

た
本
人
に
限
り
ま
す
。

問 

市
民
課（
千
代
田
庁
舎
）

無
料
税
務
相
談［ 

要
予
約 

］

日
時

12
月
２
日
火
・
9
日
火
・
16
日
火

午
後
1
時
～
3
時

場
所　

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部（
土
浦
市
）

問 

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

☎ 

０
２
９
（
８
２
４
）
５
０
５
５

かすみがうら11

Ｉ Ibaraki senior cardImportant

千
代
田
庁
舎
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付
や

納
税
相
談
な
ど
の
一
部
事
務
の
窓
口
を
延
長
し

て
い
ま
す
。

日
時　
　

毎
週
木
午
後
7
時
ま
で

延
長
窓
口　

税
務
課
・
国
保
年
金
課

納
税
推
進
課

市
民
課
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111お知らせ - information -

問 健康長寿課（千代田庁舎）

いばらき高齢者優待制度

[ 割引やポイント加算などの特典 ]  

65 歳以上の高齢者を対象

に、 料金割引やポイント

加算などの特典が受けられる「いば

らき高齢者優待制度」が 12 月1日

月から始まります。 優待カード（いば

らきシニアカード）を 11月25日火か

ら配布しますので、 希望される方

は、 保険証や運転免許証を持参

し、健康長寿課（千代田庁舎）、霞ヶ

浦保健センターへお越しください。

㊟ 詳しくは、 茨城県長寿福祉課☎ 029-

301-3326 へお問い合わせください。

い
ば
ら
き
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ス
タ

平
成
27
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
で
、

未
内
定
者
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
で
す
。

日
時

12
月
4
日
木
午
後
1
時
半
～
3
時
半

場
所

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波（ 

土
浦
市 

）

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦☎ 

０
２
９
（
８
２
２
）
５
１
２
４

10かすみがうら

か
す
み
が
う
ら
市
母
親
大
会
講
演
会

茨
城
大
学
長
谷
川
幸
介
准
教
授
に
よ
る
講

演
会
「
子
ど
も
の
生
き
る
力
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

12
月
20
日
土

午
前
10
時
～
午
後
0
時
半

場
所

あ
じ
さ
い
館

資
料
代

２
０
０
円

問 

か
す
み
が
う
ら
市
母
親
大
会
実
行
委
員
会

☎ 

０
２
９
（
８
３
３
）
０
９
６
６

母
親
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

❶ 

マ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

仲
間
づ
く
り
や
交
流
を
深
め
子
ど
も
た
ち
に

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
提
供
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

対
象

市
内
在
住
の
方
で
、
月
2
回
の
ク
ラ
ブ

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

❷ 

幼
児
ク
ラ
ブ

季
節
行
事
に
親
子
で
参
加
し
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
む
ク
ラ
ブ
で
す
。

対
象

市
内
在
住
の
方
で
、
1
歳
～
4
歳
児
と

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
完
了

し
、
電
力
会
社
と
余
剰
電
力
売
買
契
約
を
締

結
で
き
る
方
で
、
平
成
26
年
度
内
に
補
助
金
申

請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課（
霞
ヶ
浦

庁
舎
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

環
境
保
全
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
員
4
人
以
上
の
す

べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
平
成
26
年
12
月

31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な

ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に
は
、
12
月
中

旬
か
ら
平
成
27
年
1
月
に
か
け
て
、
統
計
調
査

員
が
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

総
務
課（
千
代
田
庁
舎
）

中
央
出
張
所
日
曜
窓
口
の
開
庁

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
延
長

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査

働
き
な
が
ら
が
ん
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ
の
相
談
窓
口

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
就
労
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
通
院
し
て
い
る
病

院
に
関
ら
ず
ご
利
用
で
き
ま
す（ 

要
予
約 

）。

[

総
合
病
院
土
浦
協
同
病
院（ 

土
浦
市 

）]

日
時

毎
月
第
4
水
午
後
1
時
～
4
時

[

筑
波
大
学
附
属
病
院（ 

つ
く
ば
市 

）]

日
時

毎
月
第
3
木
午
後
1
時
～
4
時

[

筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院（ 

つ
く
ば
市 

）]

日
時

毎
月
第
1
木
午
後
1
時
～
4
時

労
働
保
険
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、

労
災
保
険
や
雇
用
保
険
な
ど
労
働
保
険
の
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険
制
度
の
詳

細
や
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

茨
城
県
労
働
局☎ 

０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
３

福
祉
の
お
仕
事
地
区
別
就
職
面
接
会

福
祉
職
へ
の
就
職
希
望
者
や
福
祉
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
で
す
。

日
時

12
月
9
日
火
・
10
日
水

午
後
4
時
半
～
6
時
半

場
所

土
浦
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
土
浦
市
）

問 

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

０
２
９
（
２
４
４
）
４
５
４
４

寝
具
消
毒
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
や
寝
た
き
り
の
方
が
清
潔
で
快
適
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
掛
け
布
団
、
敷
き
布
団
、

毛
布
の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
の
費
用
が
自
己
負

担
額
1
割
で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象

 

❶
70
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

❷
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

❸ 
65
歳
以
上
ま
た
は
重
度
の
身
体
障
害

者
で
寝
た
き
り
状
態
の
方

申
込
方
法

 

市
役
所
・
中
央
出
張
所
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日

12
月
4
日
木

問 

健
康
長
寿
課（
千
代
田
庁
舎
）

みんなで築こう 人権の世紀

12 月4日木から 10日水は「人権週間」です。 人権

は、 自分と同じように他の人にもあることを考え、 お

互いに相手の立場を考え、 豊かな人間関係を作り

ましょう。 「相手の気持ち」 「思いやりの心」 「かけが

えのない命」について、もう1 度考えてみてください。

問 水戸地方法務局 ☎ 029-227-9911

不
動
産
公
売

日
時

2
月
3
日
火
午
後
0
時
50
分
～

場
所

水
戸
合
同
庁
舎（
水
戸
市
）

売
却
区
分
番
号

26
‐
１
２
５

土
地

か
す
み
が
う
ら
市
下
稲
吉
字
角
来
西

２
３
１
７
番
１
（
１
７
９
２
㎡
・
畑
）

 

か
す
み
が
う
ら
市
下
稲
吉
字
角
来
西

２
３
１
７
番
11（
99
㎡
・
畑
）

見
積
価
格

２
２
２
万
円

公
売
保
証
金

23
万
円

問 

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

☎ 

０
２
９
（
２
２
５
）
１
２
２
１

問 

茨
城
県
保
健
予
防
課

☎ 

０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
２
４

無
料
調
停
相
談
会

夫
婦
や
親
子
、
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
土

地
建
物
や
交
通
事
故
、
金
銭
問
題
な
ど
の
相
談

に
調
停
委
員
が
お
応
え
し
ま
す
。

日
時

11
月
29
日
土
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所

土
浦
二
中
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（ 

土
浦
市 

）

問 

土
浦
調
停
協
会☎ 

０
２
９
（
８
２
１
）
４
３
４
７

千
代
田
地
区
の
敬
老
式
典
は
、
台
風
の
接
近

に
伴
い
、
出
席
さ
れ
る
方
の
安
全
面
な
ど
に
考
慮

し
、
中
止
と
し
ま
し
た
。
同
式
典
の
平
成
26
年

度
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。問 

健
康
長
寿
課（
千
代
田
庁
舎
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
教
室

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
講
演
や
ヨ
ガ
講
師

に
よ
る
実
技
を
行
い
ま
す
。

日
時

12
月
3
日
水
午
後
1
時
～
3
時
半

場
所

や
ま
ゆ
り
館

問 

霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

そ
の
保
護
者
で
週
1
回
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
参
加
で
き
る
方

㊟ 

❶
❷
ク
ラ
ブ
と
も
入
会
書
類
は
、
1
月
13
日

火
か
ら
各
児
童
館
で
配
布
し
ま
す
。

問 

大
塚
児
童
館 

☎ 

０
２
９
９
（
５
９
）
４
０
８
８

㊟ 「
買
受
適
格
証
明
書
」が
必
要
で
す
の
で
、
1
月
9
日

金
ま
で
に
市
農
業
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
く
ば
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
年
間
を
通
じ
行
い
、
皆
さ
ん
か
ら

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時

12
月
18
日
木
午
前
10
時
～
11
時
45
分

午
後
1
時
～
4
時

場
所

千
代
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

問 

霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

↑毎日、 多くの命が皆さんの献血により救わ

れています。 献血は、身近にできるボランティ

アです。 皆さんのご協力をお願いします。

親
し
ま
れ
る
音
楽
隊
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日
時

12
月
20
日
土
午
後
1
時
～

場
所

ノ
バ
ホ
ー
ル（
つ
く
ば
市
）

演
奏
曲

「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」セ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・

ハ
イ
ラ
イ
ト
ほ
か

問 

茨
城
県
警
察
音
楽
隊

☎ 

０
２
９
（
３
０
１
）
７
０
１
８

▼広報誌へのご意見をお寄せください ▼メール・ハガキ・電話などいずれの方法でも結構です ▼広報かすみがうらは、 市HPで掲載しているほか、 市内公共施設やコンビニ、 金融機関などにも設置しています（一部コンビニ除く）
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お知らせと情報

「湖山の宝」－地域を誇るブランド名

湖山の宝の推奨品としてふさわしいものを選定して認

証します。 推奨品として認定されると、 推奨品のロゴ

マークを使用することができます。

【 推奨品として認定するもの 】

市内に住所または事業所がある生産者や団体による

農林水産物やその加工品で、 市の推奨品として、 そ

の認知や信頼性を高め、 消費拡大の促進や産業振

興に役立つものと認めれるもの

≪ 農林水産物 ≫

❶～❺のいずれかに該当し、 霞ヶ浦の環境にやさしい

農林水産業に取り組んでいることが認められるもの

❶エコファーマーの認証を取得

❷有機農産物

❸ いばらきエコ農産物（特別栽培を含む）の認証を取得

❹ 基礎 GAP などに取り組み、 環境負荷の少ない農

業に取り組んでいると認められるもの

❺ 国や県で催された展示会や品評会などで入賞

≪ 加工品 ≫

質が優秀で郷土色が豊かなもので市特産品になりう

るもの

申込期限 ▼平成 27 年1月15日木
㊟ 申込用紙は、 農林水産課（霞ヶ浦庁舎）で受け取るか市 HP

からダウンロードしてください。

問 農林水産課（霞ヶ浦庁舎）

「湖山の宝」推奨品募集

忘れずに申請してください

障害者手帳の交付を受けていない 65 歳以上で要介

護・要支援認定を受けている方が一定の要件を満たす

場合、税の申告や年末調整時に所得税や住民税の「障

害者控除」「特別障害者控除」を受けることができます。

申請方法 ▼  健康長寿課（千代田庁舎）、 霞ヶ浦窓口

センター（霞ヶ浦庁舎）、 中央出張所にあ

る申請書に必要事項を記入、 押印し、 健

康長寿課へ提出してください（郵送可）。

㊟ 「障害者手帳などで障害者控除を受ける方」 「本人または

扶養者が非課税になる方」は申請の必要がありません。 要

介護認定を受けていても、 控除対象外の場合もあります。

問 健康長寿課（千代田庁舎）

高齢者の障害者控除

大会の主役はあなたです !

今大会は市制 10 周年

を迎える大会です。 仮

装して大会を盛り上げて

くれる方の参加も大歓

迎です。

期日 ▼ 2月7日土

[ 予備日： 8 日日 ]

場所 ▼多目的運動広場

種目 ▼小学生（マラソン ・ 駅伝各 2 ㎞）

中学生以上（マラソン ・ 駅伝各 3 ㎞）

申込方法 ▼  参加費（マラソン 100 円、 駅伝 1 チーム

500 円）を添えて、 第1 常陸野公園、 わ

かぐり運動公園、 多目的運動広場、 中央

出張所、 あじさい館でお申し込みください。

㊟駅伝は、 5 人1 チームでお申し込みください。

申込期間 ▼ 11月26日水～12 月17日水

問 生涯学習課 ☎ 029-897-0511

第10 回市民マラソン大会

↑
5
人
1
チ
ー
ム
で
一
本
の
襷
を
つ
な
ぐ
駅
伝

なくそう !農地の違反転用

農地を住宅や駐車場、 山林など農地以外の用途に

変更する場合や農地に土砂を埋め立て・ 盛り土をす

る場合は、 必ず許可を受けてください。 この許可を受

けずに転用した農地は、 違反転用となり売買や登記

ができません。 また、 県知事より工事の中止や現状

回復を命じられることもあります。

㊟ 違反転用した場合、 土地所有者も違反転用者となり、 3 年

以下の懲役または 300 万円以下の罰金（法人1 億円以下）

の厳しい罰則が科せられます。

問 農業委員会事務局（霞ヶ浦庁舎）

農地の違反転用

地デジ難視対策の各種支援の終了

地デジを視聴するための支援制度

地デジ難視対策のための各種支援制度は、 平

成 27 年 3 月31日で終了します。 この期限ま

でに地デジ対策工事を完了するためには、

12 月末までに申込手続きを完了させてくだ

さい。 対策がお済みでない地域 ・ 世帯の

方はお急ぎください。

問 総務省地デジコールセンター 

☎ 0570-07-0101

↓
か
す
み
が
う
ら
市
推
奨
品「
湖
山
の
宝
」や

「
湖
山
の
宝
」巡
り
パ
ス
ポ
ー
ト
、
か
す
み
が

う
ら
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る「
か
す
み
が
う
ら
リ
ピ
」

市有財産の公売

上稲吉

←
至 

石
岡
市

千代田
ショッピングモール

大塚児童館

国
道
6
号

売払物件地

【地図】

ガソリンスタンド

コンビニ

① ②

【 所得控除判定基準 】

区
分 対象者判定基準

控除額

所得税 住民税

障
害
者
控
除

認知症高齢者の日常生活自立度

Ⅱ a、 Ⅱ b に該当する方
27 万円 26 万円

障害高齢者の日常生活自立度 B に

該当する方

障
害
特
別
者
控
除

認知症高齢者の日常生活自立度

Ⅲ a、 Ⅲ b、 Ⅳ、 M に該当する方
40 万円 30 万円

障害高齢者の日常生活自立度Ｃに

該当する方

【売払物件地写真】

市有地を買いませんか

一般競争入札による市有財産の公売を実施します。

申込受付 ▼11月25日火～12月11日木
（月～金 9:00 ～16:00）

▼  入札に参加するには事前の登録が必要です。 申請書類の

配布・申請受付を上記日時で行いますので、 検査管財課（千

代田庁舎）へお越しください。

入札日時 ▼ 1月9日金 13:30 ～

場所 ▼防災センター（千代田庁舎）

売払物件 ▼

所在地 地目 面積 予定価格

①
下稲吉字下原 3203 番 3

雑種地 205 ㎡ 2,829,000 円
下稲吉字逆西 3228 番 7

② 下稲吉字下原 3228 番 2 雑種地 233 ㎡ 3,961,000 円

㊟ 現地をよくご確認のうえお申し込みください。 場所など詳しく

は、 検査管財課（千代田庁舎）へお問い合わせください。

問 検査管財課（千代田庁舎）

有料広告 有料広告有料広告 有料広告



【　12月　】参加費 ▼各日200 円／中学生以下100 円

▼  施設休館日は、 クラブもお休みです

◦ なかよしスポーツクラブ 問 大和 ☎ 090-2417-8502

◉スポーツ広場 ▼毎週日 9:30 Ｂ＆Ｇ◉テニス ▼毎週日
9:00・ 毎週金 19:00 第1常陸野◉ピンポン ▼ 毎週土
12:30・ 毎週木 19:00・ 毎週火 13:00B&G ◉太極拳 ▼毎

週水19:30 プルミエール②◉フットサル ▼毎週日15:00 わ

かぐり運動公園／毎週水金19:00B&G ◉よさこいソーラ

ン ▼毎週日 10:30 Ｂ＆Ｇ◉軽音楽 ▼毎週日 9:30B&G ◉
社交ダンス ▼毎週木日 13:00 千代公◉ウオーキング ▼

10日水 9:30 文殊院◉かけっこ ▼毎週日 9:30B&G ◉こ

どもひろば ▼ 13 日土 9:00B&G ◉ユニカール ▼ 20日土
13:00B&G ◉グラウンドゴルフ ▼毎週水10:00 第1常陸野

◦ エンジョイスポーツクラブ 問 高田 ☎ 090-2420-7846

◉スポーツ吹き矢［初回 500 円］ ▼第 2.3.4 木 19:30 あじさ

い館◉ソフトバレーボール ・ 卓球 ▼毎週火 20:00 体育セ

ンター◉グラウンドゴルフ ▼毎週火 9:00 あじさい館◉弓

道［要予約］ ▼毎週日13:30 多目的◉ターゲットバードゴル

フ ▼第1.3 金 9:00 あじさい館

時間は、 すべて10:00 から。

対象 ・ 持ち物は、 予約時にご確認ください。

◦ クリスマスリース作り [ 10 組 ／ 200 円 ]

▼身近な物を使ってリースを作りましょう

12 月 9日火やまゆり館 ［ 予約受付日 ］ 11月 25日火～

◦ ベビーマッサージ [ 15 組／ 200 円 ]

▼ママと赤ちゃんの絆を深めるベビーマッサージ

12 月10日水やまゆり館 ［ 予約受付日 ］ 11月 26日水～

問 やまゆり館 ☎ 029-832-5601

◦ 消費生活相談 問 観光商工課（霞ヶ浦庁舎）

［ 場所 ］平日月火木金 ▼霞ヶ浦庁舎

平日水金 ▼勤労青少年ホーム

［ 時間 ］ 9:00 ～12:00 ／13:00 ～16:00

◦ 法律相談 [ 要予約 ] 問 社会福祉課（千代田庁舎）

▼同じ方からの同一内容の相談は年度内１回限り

　［ 予約受付日 ］ 12 月1日月 8:30 ～

12 月 11 日木13:00 働く女性の家

12 月 25 日木13:00 あじさい館

◦ 心配ごと相談 問 社会福祉協議会 ☎ 029-898-2527

12 月 10 日水13:30 働く女性の家

12 月 24 日水13:30 あじさい館

◦ 子育て相談室 [ 要予約 ] 問 やまゆり館 ☎029-832-5601

［ 予約受付日 ］ 12 月1日月 9:00 ～

12 月 11 日木 ・25日木 9:00 ／14:00 やまゆり館

◦ 農地相談 [ 要予約 ] 問 農業委員会（霞ヶ浦庁舎）

12 月 19 日金 9:00 霞ヶ浦庁舎

◦ 読み聞かせ会・お話会　問 図書館　☎ 029-897-0647

［読み聞かせ会］ 12 月 2日火16:30 稲吉児童館／11日

木15:00 新治児童館／15日月16:00 大塚児童館

［クリスマス会］ 12 月13日土11:00 あじさい館

◦ おもちゃ図書館 問 社会福祉協議会 ☎ 029-898-2527

毎週木 9:30 やまゆり館

◦ 雪入ふれあいの里公園 [ 要予約 ] ☎ 0299-59-7000

12 月 20日土 9:00 ミニ門松作り [ 500 円 ]

◦ ウオーキング[要予約]問 霞ヶ浦保健センター☎029-898-2312

１２月11日木 10:00 千代田保健センター [ 里歩きコース ]

◦ 12 月 2日火 3 歳児健診（H23.8 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 12 月 4 日木 .11日木 .25日木にこにこ教室 [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ]10:00

◦ 12 月 5日金 2 歳児歯科健診（H24.8.9 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 12 月 6日土家族一緒のマタニティ教室 [ 要予約 ]

[ 場所 ] 千代田保健センター　[ 受付 ] 9:30

◦ 12 月12日金 1 歳 6 カ月児健診（H25.5 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 12 月16日火育児相談（乳幼児） [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］ 9:30

◦ 12 月16日火きらきら輝くための健康相談 [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 働く女性の家　［ 受付 ］13:00

◦ 12 月18 日木 4 カ月児健診（H26.8 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］ 13:00

◦ 問 霞ヶ浦保健センター　☎ 029-898-2312

かすみがうら市の人口Population

　 保健カレンダー
12 月1日月から 31日水までの健康カレンダー

忘れないで、

受けまし
ょう

。

Please participate

　　12月☆みんなであそぼう

遊びに来てね！

Kasumigaura sport culture 

12月各種相談日
[ 医療機関案内 ]

休日や夜間に救急対応している医療機関をお探しのと

きは、 お問い合わせください。 オペレーターが、 お近く

の医療機関（歯科を除く）を 24 時間体制で案内します。

［ 電話番号 ］ 029-241-4199

［ HP アドレス ］ http://www.qq.pref.ibaraki.jp

▼『茨城県救急医療情報システム』で検索

▼  二次元バーコード対応の携帯電話を

お持ちの方は、 ㊨二次元バーコード

を読み取ると URL が表示されます。

救急医療情報

Information＆Calendar

防災行政無線Telephone  service

防災行政無線で放送した内容が聞き取れなかった

り、 もう 1 度聞きたい場合に、 24 時間、 電話で確

認できるテレホンサービスを行っています。

［ 電話番号 ］ 0800-800-3674 （通話料無料）

12月の納期限Tax payment

税は福祉や教育、 まちづくりなど暮らしを支える大切

な財源です。 納期限内納税にご協力をお願いします。

◉ 市県民税 ［ 4 期 ］

◉ 国民健康保険税 ［ 7 期 ]

◉ 後期高齢者医療保険料 ［ 6 期 ]

▼ 12 月 25日木が納期限です

かすみがうら15 14かすみがうら☆☆☆有料広告を募集中／情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）☆☆☆

pecial exhibition 

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111 お知らせとカレンダー

Mammography screening

Emergency care

▼受けてください ! 「乳がん検診」

「乳がん」は他人事ではありません

乳がんになったらつらい思いをするのはあなただけではあ

りません。 あなたを愛する家族や友人、 まわりの人たちも

悲しい思いをします。 あなたとあなたの大切の人のために

「乳がん検診」を受けてください。

期日 ▼ 1月 6 日㊋ [ 予約制 ]

場所 ▼霞ヶ浦保健センター

料金 ▼超音波検査（30 歳～ 56 歳） 500 円

マンモグラフィ検査（40 歳以上） 500 円

㊟マンモグラフィ検査は 2 年に一度の検査です。

問 霞ヶ浦保健センター ☎ 029-898-2312

◉人 口 43,611 人 [ 前月比 － 7 人 ]

◉男 性 22,163 人 [ 前月比 ＋1 人 ]

◉女 性 21,448 人 [ 前月比 － 8 人 ]

◉世帯数 16,782 世帯 [ 前月比 ＋13 世帯 ]

▼ H26.11.1 現在（住民基本台帳人口）

有料広告 有料広告有料広告
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》 写真で振り返る
合併 10 年

皇太子徳仁親王殿下が国

民文化祭市主催事業「帆引

き船フェスタ」の視察のため、

あじさい館に来館されました。

「帆引き船と霞ヶ浦」をテーマ

とした絵画や写真に彩られた

ホールで、 子どもたちの帆引

き船作り教室をご覧になり、 や

さしい言葉をかけておられまし

た [広報かすみがうら№44]。

皇太子殿下をお出迎え

［平成20年11月］
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地方創生と郷土資料館

現代は、 本格的な人口減

社会を迎え、 経済が中心と

なり、 個人でも生き抜くことが

できる社会となっています。 し

かし、 人が社会を構成し、

発展させていくためには、 一

定の人数が必要となります。

人口減少に対して大切な考

え方が交流人口です。 人

口増加が望めない現代で

は、 限られた人口の取り合

いになりかねません。 そこで、

住まなくとも多くの方々が来訪

される場所づくり、 魅力あふ

れる地域づくりが重要になっ

てきます。 郷土資料館では、

交流人口を増加させる事

業に日々取り組んでいます。
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＆
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さ
ら
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市
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少
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団
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い鮮やかな衣装を身にまとい、リズミカルな
曲に合わせてそれぞれ独自の「よさこいソー
ラン」を披露ろ生花のアレンジに挑戦は展示
するだけでなく、来場者との交流も大切にし、
作品の魅力を伝えましたにオープニングを
飾った吹奏楽部の演奏は、イベントを勢いづ
けてくれましたほへ祭りばやしに合わせて２
体の獅子が舞い踊りましたと武道・武術で学
んだ形を披露する少林寺拳法や合気道など
の演武が行われましたち文化協会に所属す
る団体など市内で活動する方々が、渾身の作
品を展示しました

人生を豊かにする生涯学習

い

ろ

は

へ

と

市民による市民のための祭典

学ぶ楽しさ、 大切さを実感

生涯学習フェスティバル＆文化協会祭

市民ふれあいスポーツフェア

ほ

に ち



My Town Topics

楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）

今月のスマイル

まちのわだい
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10 月 21日、 千代田中学校で市小中学校音楽発表会

が開催され、 児童 ・ 生徒は、 日々の練習の成果を曲に乗

せて披露しました。 発表会では、 子どもらしいのびのびと

した歌声とまとまりのある音色で素敵なハーモニーの合

唱や楽器の音色がきれいに重なった合奏が体育館いっぱ

いに響き渡り、 会場を訪れた保護者を魅了していました。

↑下稲吉中学校吹奏楽部による迫力ある演奏

10 月10日、 やまゆり館で子育てサロン運動会が行われ、

５０組の親子が参加しました。 運動会は、体操「アイアイ」で元

気良く始まり、「かけっこ」では子どもたちがうれしそうにゴー

ルテープを切っていました。 他にも、 先生お手製のくまのか

ばんがかわいい「リラックマのおかいもの」など、 さまざまな

種目が行われ、 会場からは笑いと歓声が上がっていました。

ニ やまゆり館運動会

コニコ笑顔がいっぱいの運動会

↑スタートした子どもたちが、 かわいい蝶に変身 !

高倉地内の恋瀬川に架かる五輪堂橋が、 老朽化のため

架け替えられ、 １０月８日に開通式が挙行され、 安全祈願や

テープカットが行われました。 式典後には、 関係者と多くの

地域住民の方が歩いて渡り初めを行いました。 参加した地

域住民の方は「橋を架け替えしてもらうのを心待ちにしてい

ました」「今日から早速通ります」と笑顔で話してくれました。

↓関係者によるテープカットが行われました

↓たくさんの落花生が収穫できました。収穫した落花生は茹でて試食!

自 落花生掘り体験

然と一体感を味わうためのステップ

10 月３日、 下稲吉小学校（宇津野英広校長 ・652 人）

の５年生と保護者が、 市内農場で落花生掘り体験を行い

ました。 この事業は、 落花生掘り体験と試食をとおして、

県特産品の落花生に関する理解を深めることを目的に実

施されました。 児童・保護者ともに初体験の方が多く「落

花生ってこうやってできるんだ」と興味深い様子でした。

美 小中学校音楽発表会

しいハーモニーの輪を広げる音楽の力

念 五輪堂橋開通式

願の安心・安全な橋へ
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＆
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ュ
ー
ロ（
耐
久
）と
２
時
間

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
、
他
に
も
マ
マ
チ
ャ
リ
カ
ッ

プ
が
行
わ
れ
、
過
去
最
高
の
約
１
３
０
０

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
鍛
え
上
げ
た
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催

の
霞
ヶ
浦
ま
る
ご
と
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
で
は
、

霞
ヶ
浦
周
辺
の
特
産
品
を
使
っ
た
ご
当

地
グ
ル
メ
な
ど
が
大
集
合
し
、
レ
ー
ス

の
参
加
者
や
応
援
に
駆
け
付
け
た
人
た

ち
、
お
い
し
い
グ
ル
メ
を
目
当
て
に
訪
れ

た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
と
と
も

に
、
お
な
か
も
満
足
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

～レイクサイド・サイクルフェスタ～

かすみがうらエンデューロ
霞ヶ浦周辺グルメ大集合

霞ヶ浦まるごとグルメフェス

いアントキの猪木さんの号砲でレーススター
トろはコースとなった公道を爽快に走る選手た

ちにサイクリングに参加した家族がお土産いっぱ

いに手にしてゴールほ選手たちを応援する近
所の子どもたちへとち各店舗とも行列ができ
る盛況ぶりでした

ろ

は

に

と

へ

ほ

ち

い
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開催日時　

12/6土10:00～14:00

～里山：冬の市～
秋の収穫も終わり、新年を迎える準備に入るこの時

期、今年の豊かな実りに感謝し、果樹や野菜、農産

加工品などを販売する「軽トラ市」。また、里山の食

べ物や日用品の手作り体験ができ、雪入・上佐谷（里

山）の冬の暮らしを気軽に体験できるイベントです。

開催場所
雪入ふれあいの里公園

問雪入ふれあいの里公園☎ 0299-59-7000

◆軽トラ市

地元雪入・上佐谷地区の農産物販売

◆食
手作りコンニャク、漬物体験、豚汁、

きなこ餅ほか

◆手しごと
竹ぼうき、わら草履、つるかご、

正月用小盆栽作りほか

◆遊
昔遊び、雪入山探検ウォーク、丸太切り、

千代田太鼓ほか

催事内容

旬の果物や野菜が満載

手作りの味をご賞味ください

子どもから大人まで楽しめる

竹とんぼ飛ばし大会なども楽しめます

体験満載

食＆技
冬の暮らし

SATOYAMA WINTER EVENT


